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＜連絡事項＞
・特になし。
＜患者様連絡事項＞
・泉山　紀子様～本日八戸赤十字病院整形外科を受診。今回で受診は終了し、今後は本田整形へ受診し週2回リハビリに通う予定、紹介状を持参しており預かっている。受診予約は母様が行い連絡がくる予定。肩のボルトを抜くタイミングは本田整形を受診しながら先生に確認していくよう説明を受けている。

・三上　キエ様～OUTバランスの為、本日橈骨静脈3番目投与分のYDソリタT3　500mlに混点するフロセミドと6/19、6/20に投与予定のフロセミドは全て中止となる。ドパミン投与は血圧変動に関わらず明日まで4滴/分で滴下指示、異常時はコールする。

・太田　榮美子様～6/17準夜帯で転倒。6/18　4：15車椅子でトイレ誘導後に右下肢痛憎
悪し冷感・冷や汗出現、レベル低下あり。窪田Drコールしモニター装着、
ラクテック500ml開始、血糖値測定し120㎎/dl、経過観察指示を受けてい
た。状態は安定し日勤帯でモニター・点滴はＯＦＦ。
右大腿部～大転子部に熱感と可動時に疼痛みられ本日室岡整形外科記念
病院を受診。結果、右臀部～大腿部に広範囲の内出血あり、MRI等検査した
が骨折所見なし。痛みがとれたら歩行可能指示、次回受診はないが10日経
っても痛みが続いていれば受診指示。退院は後日面会して検討し、6/29ま
でには退院させたいとの事（自宅行け入れ）カロナール・エディロール・
ボルタレンゲル塗布（さっと塗るように）処方、明日鑑別にかけていく。
退院は中止となる。
・袴田　将志様～不眠時の頓服薬7回分処方。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施中。開放中は奇声を挙げながらホールを徘徊、他患より私物を盗られたと訴えきかれ見守り強化している。施錠中はドア蹴り見られる。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
・柏山　知也様～時間隔離中（20：00～10：00）。開放中はスタッフの看護行動に対して指摘してくることや他患と干渉していたりスキップしたりと落ち着き無い様子あり。言動にはまとまりがあり疎通良好。引き続き精神症状の経過観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
・沼山　深雪様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施中。開放中は男性患者様との接触が多いが逸脱行為はない。常に独語みられている。食事各食全量摂取し拒否なく内服出来ている。疎通は概ね良好に図れている。夜間の睡眠はとれている。タバコ依頼中だが届いていない。引き続き精神症状の経過観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者様＞
・三上　キネ様～収縮期血圧120以上となり10時～ドパミン4滴/分へ減量し血圧100～
110/70～80mmHg。酸素飽和度100％、9時～酸素1Ｌマスクへ減量してい
たが12：30酸素飽和度80％へ低下、酸素5Ｌへ増量し13時91～97％と
変動あり、呼吸状態の変動はないが痰の量が多く吸引要している。
四肢浮腫軽度あり。四肢冷感あり、温罨法施行している。JCS1、GCS12点、
寝ている事が多い。

・矢崎　さかえ様～夜間の睡眠はとれている。帰宅要求なく落ち着いている。
・渡部　節子様～時折口調を荒くして帰宅要求あるが、介入にて落ち着く事が出来ている。
時折パウチより便が洩れる事がある為、適宜排泄を十分にできているか確認は要している。
・和田　昌様～気分の高さなく落ち着いている。服薬拒否なく出来ている。
・田端　希依子様～西病棟のTM様から「デブ」と言われてから「死にたい」と連呼し感情
失禁する様子あり。イヤホンやビン類の化粧品等の危険物になりえる日

用品はナースステーションへ回収し、Bユニット1号室へ移動してもらい
様子をみている。その後希死的言動なく落ち着いている。助言すること
なくタバコの本数は守る事が出来ている
　　　　　　　　　食事はレストラン→台車へ変更。
　　　
